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製造販売届出番号 13B1X10259000005 

機械器具48 注射筒 

一般医療機器 汎用注射筒（13929001） 

再使用禁止      BMACシリンジ 

 

【禁忌・禁止】 

1. 再使用禁止 

2. 再滅菌禁止 

 

【形状・構造及び原理等】 

1. 形状・構造 

(1) スタンダードシリンジ 

 
 
 
  ルアーロックテーパー ISO594-1/2 適合 

 

(2) ロック式シリンジ 

 

 

  ルアーロックテーパー ISO594-1/2 適合 

 

2. 原材料 

 ポリプロピレン、ポリカーボネート、MBS 樹脂、シリコーン 

ポリイソプレン、スチレン・ブタジエンゴム 

 

【使用目的又は効果】 

液体を注射・注入または引き抜くために用いる。 

 

【使用方法等】 

① 包装を開封し、本品を取り出す。 

② 必要に応じ筒先に注射針やチューブを接続し、プランジャを引き液体

（薬剤又は血液等）又はガスを引き抜く。 

③ 本品ないに充填した薬剤等を投与又は別の容器に注入する場合は、

ブランジャを押し筒先から薬剤等を放出させる。 

 

＜使用方法に関連する使用上の注意＞ 

・ 本品の容量以上の液体を注入しないこと 

・ プランジャは目盛線を超えて引き抜かないこと［液漏れが生じる可能性

があります］。 

・ プランジャはまっすぐ引き抜くこと［斜めに引いた場合、ガスケットの密着

性が悪くなり、液漏れが生じる可能性があります］。 

・ 使用する医療機器との接合において、緩みがないよう注意すること。 

・ 筒先のテーパー部に薬液等を付着させないこと［接続部に緩みが生じ

る可能性があります］。 

 

【使用上の注意】 

1. 重要な基本的注意 

・ 薬液の吸引後は速やかに使用すること［薬液の結晶化により、詰まる

可能性があります］。 

・ 造影剤等の高圧注入には使用しないこと［破損する可能性がありま

す］。 

 

2. 併用注意 

・ シリンジポンプに使用する場合は、予め適合性を確認すること［正しく

作動できない場合があります］。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

1. 保管方法 

 水漏れに注意し、高温多湿、直射日光を避けて保管すること。 

2. 有効期間 

 外装表示参照 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者 

  クリスメディカルソリューションズ株式会社 

  TEL  03-6425-7986 

製造業者 

  Arteriocyte Medical Systems, Inc (米国) 
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機械器具（48）注射筒
一般医療機器　汎用注射筒　13929001

メリット  バックロックシリンジ

【形状・構造及び原理等】
＜構造図（代表例）＞

（材質）
バレル ポリカーボネート
プランジャ ＡＢＳ樹脂
チップシール シリコーン/EPDM
活栓 ポリカーボネート/アセタール樹脂

【使用目的又は効果】
本品は液体又はガスを注射・注入するか引く抜くために用いる注射
器具である。注射筒であるバレルと先端にチップシールがついたプ
ランジャからなる。

【使用方法等】
1． 必要に応じて予め手袋を着用する。
2． 滅菌包装の破損等がないことを確認し、本品を包装から取り出す。
3． 筒先の汚染に注意しながらしっかり接続し使用する。
4．  附属の活栓を使用する場合は、シリンジの先端部分に活栓を接
続した後、吸引を行う。

5．  陰圧によるプランジャの戻りを防ぐために、プランジャのロッキ
ングフィンがストップピンにかみ合うようにプランジャを時計回
りに回転させロックする。

6．  吸引する又は保持するには、適当な位置までプランジャを引き
ストップピンの後ろにロッキングフィンの一つがくるまでプラン
ジャを時計回りに回す。

7．  ロックを解除するには、プランジャを反時計周りに回す。
8．  シリンジをロックすることなく液体等を吸引するには、プランジャ
を完全に進める若しくは後退させ、ロッキングフィンがストップピ
ンにかみ合わないように回す。

＜使用方法等に関連する使用上の注意＞
1．  予め他の医療機器等との接合部に緩みがないことを確認し、使
用すること。また、使用中は定期的に緩み、外れがないことを確
認すること。［本品の破損等により、破損部からの液漏れや空気
の混入の可能性がある。］

2．  本品に衝撃を与えないこと。［破損する可能性がある］
3．  バレルの目盛を越えてプランジャを引くと、プランジャがバレル
から外れる可能性があるので注意すること。

4．  プランジャはまっすぐに引くこと。［斜めに引くとチップシールと
バレルとの密着性が悪くなり、液漏れ、空気混入又はチップシー
ルの外れが生じる可能性がある。］

【使用上の注意】
＜重要な基本的注意＞
1．  使用前、接続部に緩みのないことを確認すること。また、使用中
は本品の破損、接続部の緩み及び液漏れについて定期的に確認
すること。

再使用禁止
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【禁忌・禁止】
再使用禁止
使用方法
バルーンカテーテルの最大拡張圧を超える加圧は絶対行わ
ないこと。［破損の可能性がある］

三方活栓

③チップシール ⑤ロッキングフィン

⑥ストップピン
【プランジャ引抜き時】

④プランジャ①バレル②筒先


